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分子雲衝突によって誘発された大質量星形成 5　スーパースタークラス
ターRCW38
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　 Super Star Cluster(SSC)は、1 pc程度の狭い領域に若い大質量星を多数形成している特徴的な星団である。
Westerlund2 (Wd2)(Furukawa et al. 2009)とNGC3603の研究から、分子雲同士の衝突が SSC形成に重要な役
割を果たすことが示唆される。本研究では、上記の２つの天体に似た質量と年齢を持つ星団RCW38に注目した。
　 RCW38は、距離 1.7 kpcにある質量 3×104 太陽質量、年齢 1 Myr以下のごく稀な若い巨大星団である。

Wolkらは、直径 1 pc以内のホットプラズマの中に 200個のX線点源と 400個の赤外線点源を発見した。領域は、
30個のOB型星候補天体と約 2,000個の若い星を含むと見積もられる。
　我々は、同領域に対して NANTEN2望遠鏡を用いて 12,13CO(1–0)輝線の２輝線を観測した。異なる２つの

視線速度を持つ分子雲が星団方向で発見された。分子雲の質量は、1.5×104太陽質量 (2 km s−1成分)と 4.5×103

太陽質量 (10 km s−1成分)ある。分子雲の分布は Spitzer衛星で観測されたダストの分布とよく一致するので、
星団に付随する分子雲と推測される。また、２つの分子雲は、星団の中心方向に 5 pcにわたり視線上で重なる。
分子雲の速度分散は 15 km s−1である。観測結果から、分子雲同士の衝突が星団形成を誘発した可能性を提案す
る。本講演では、３つの星団方向にある分子雲ガスの柱密度が、SSC形成の重要な条件であることも指摘する。
また、2012年 7月にMopra望遠鏡で計画されている高分解能観測の結果もあわせて紹介する予定である。


